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二
十
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鳩
山
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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鳩
山
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
は
、
今
後
も
原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
こ
と
と
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
方
針
と

な
っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
そ
し
て
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
、
原
子
力
は
、
安
全
確
保
を
第
一
に
、
不
可
欠
で

あ
る
。
去
る
十
一
月
三
十
日
、
私
は
原
子
力
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
「
民
主
党
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
中
で
、
『
原
子
力
利
用
に
つ
い
て
着
実
に
取
り
組
む
』
と
記
し
、
国
民
に
約
束
し
て
い
る
。
社
会
民
主
党
青
森
県

連
は
、
去
る
十
一
月
二
十
一
日
、
来
夏
の
参
議
院
選
青
森
選
挙
区
に
候
補
者
を
擁
立
す
る
方
針
を
示
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

『
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
問
題
な
ど
で
民
主
党
と
一
致
で
き
な
い
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
』
と
し
て
い
る
。
社
民
党
と
連
立
内
閣
を

組
ん
で
い
る
鳩
山
内
閣
は
、
こ
の
社
民
党
の
考
え
と
動
き
に
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
原
子
力
政
策
を
ど
う
進
め
る
の

か
。
」
と
、
質
問
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
鳩
山
内
閣
の
答
弁
書
で
は
「
安
全
を
第
一
と
し
て
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
な

が
ら
、
原
子
力
の
利
用
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
内
閣
と
し
て
の
一
致
し
た
方
針
で
あ
る
。
」
と
い
う
、
誠
に
素
っ

気
な
く
、
且
つ
誠
意
の
な
い
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
後
去
る
一
月
十
二
日
、
社
民
党
青
森
県
連
が
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
操
業

を
中
止
さ
せ
る
よ
う
、
青
森
県
に
申
し
入
れ
し
て
い
る
。
ま
た
、
去
る
一
月
十
六
日
付
の
地
元
紙
に
よ
れ
ば
、
民
主
党
の
青
森

県
連
に
も
籍
を
置
く
参
議
院
議
員
が
、
反
核
燃
の
立
場
を
と
り
続
け
て
い
る
旨
の
報
道
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
そ
の
参
議
院
議

一



員
は
、
「
民
主
党
内
に
も
反
核
燃
の
国
会
議
員
が
い
る
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

鳩
山
内
閣
は
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

二

鳩
山
内
閣
は
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
操
業
に
向
け
て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

三

鳩
山
内
閣
の
連
立
政
権
に
参
画
し
て
い
る
社
民
党
と
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
操
業
に
つ
い

て
、
国
民
や
青
森
県
民
の
前
で
確
認
し
合
う
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
閣
内
不
一
致
の
懸
念
を
払
拭
す
る

の
で
は
な
い
か
。

四

連
立
を
組
ん
で
い
る
社
民
党
青
森
県
連
の
、
青
森
県
内
に
お
け
る
主
張
・
行
動
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

五

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
極
め
て
重
要
な
国
策
で
あ
り
、
ま
た
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
国

が
、
六
ヶ
所
村
や
青
森
県
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
立
場
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
連
立
を
組
ん
で
い
る
社
民
党
の
青

森
県
連
が
青
森
県
に
申
し
入
れ
す
る
こ
と
よ
り
も
、
国
、
つ
ま
り
鳩
山
内
閣
に
意
見
を
述
べ
る
よ
う
促
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
同
時
に
社
民
党
本
部
に
も
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

政
権
与
党
に
所
属
す
る
参
議
院
議
員
が
、
青
森
県
の
地
元
紙
を
通
じ
、
反
核
燃
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う

二



考
え
る
か
。

七

そ
の
参
議
院
議
員
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
「
民
主
党
内
に
も
反
核
燃
の
国
会
議
員
が
い
る
」
と
紙
面
を
通
し
て
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
事
実
か
。

八

極
め
て
重
要
な
国
策
で
あ
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
と

し
て
、
与
党
民
主
党
の
議
員
個
々
の
考
え
方
を
聴
取
す
る
場
面
を
、
国
民
の
前
で
オ
ー
プ
ン
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
そ
れ
が
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
、
我
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
針
を
、
国
民
に
示
す
大
前
提
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


